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魅力ある学校を目指して
～小学校併設型中学校の教育課程を創る～
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小山市「魅力ある学校づくり」の取組

令和3年度
魅力ある学校づくり（いじめ・不登校）検討委員会の提言

Ⅰ 他者との関わりから自分を肯定的に捉えることができる機会の設定
Ⅱ 授業を通した自己有用感を育む取組の実践
Ⅲ 「他者と関わる意欲」を高めるための取組の工夫」

児童生徒が関わる場・一人一人に活躍の場・認め合う他者による評価の
場の設定を
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絹義務教育学校

•校⾧は一人
•教職員組織１つ
•義務教育９年間の学校教
育目標設定

•修業年限９年
•教育課程の区分は前期６
年間後期３年間

•原則として小中両方の免
許を併有していること

豊田小中一貫校

•小中それぞれに校⾧、教職員組織
•９年間の教育目標を設定、系統性
を確保した教育課程を編成・実施

•小学１～6年と中学1年～3年
•小学校と中学校における教育を一
貫して施すためにふさわしい運営
の仕組みを整えることが要件

•所属する学校の免許を保有
•学校運営協議会の合同設置
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豊田小中一貫校の最大の特色
【令和3年度まで】

【令和4年度より】

豊田南小 豊田北小 豊田中

豊田小 豊田中

統合

１つの小学校と1つの中学校による
小中一貫校
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学校教育目標

令和4年4月8日
豊田小中一貫校
開校セレモニー

5

めざす子ども像の統一

【根拠】
豊田の強み・弱みを考えるワークショップ、
学校評価結果、各種検査等結果、アンケート 6



2

豊田小中一貫校のキーワード

自律 夢 地域

7

小中共有の
教育計画作成

「９年間を見通したカリキュラム
（指導計画）の編成・実施」

・それぞれの教科・領域で「どの
ような力を身につけさせたいか」
・指導計画における「資質・能
力」の共有を図る。
・教育計画の中に小中一貫校キー
ワード（自律・夢・地域）との関
連を示していく。
・目標と指導計画の一貫性と連続
性を図る。
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小中で実施する合同の学校行事

• 4月 豊田小中一貫校開校セレモニー
• 5月 豊田スポーツフェスティバル
• 6月 小中合同ボランティア活動、資源物回収
• 7月 小中合同引き渡し訓練
• 8月 親子奉仕活動
• 9月 特別支援学級合同校外学習
• 10月 豊田フェスタウィーク

合唱発表・音楽鑑賞会・合同作品展
• 1月 第2回資源物回収
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新しい校章の誕生 共通の体操服

令和3年度の豊田南・豊田北小・豊田中の
在校生全員が新しい校章のデザインを考
え、その中から選出されました。豊田の
子どもだけで作った新しい校章です。 10

各種カード類の統一（９年間使用）

11 12
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その他の様々な教育活動の連携強化
•職員会議・職員研修の日程をそろえる
•児童生徒指導部会を同じ曜日に設定する
• PTA本部役員会、地区理事会の会議日をそろえる
•豊田スタンダード（学習や生活の決まり）を強化する
•学校運営協議会を2校で1つの協議会にする 他

そろえることで
小中一貫教育の
メリットを模索

今後、変更、
改善も視野に
とりあえす

やってみよう！
13

教職員の意識改革・同僚性の向上

サン様々なワークショップで心をつなぐな
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絹義務教育学校の取組を参考に

•地域と連携したふるさと学習
•バスを利用した登下校
•小中合同行事の持ち方
•学校運営協議会の運営

他 伝統工芸
結城紬体験
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豊田ならではの学びを創る
•豊田地区の地域を知る学習をすること、ま
た、３つのキーワード「自律」「夢」「地
域」につながる学習をすること。

•総合的な学習の時間を中心に、各教科や学
級活動、学校行事などで実践する。

• 9年間を継続して実施する。

◎自律・夢・地域を実践していくのが「豊学」
自律・夢・地域につながる力をつけていくのが「豊学」
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豊学の実践例
•中学2年美術科 「豊田道五十三次」

閉校になった母校（豊田南小） ＪＲ両毛線 思川駅 17

小中で１つの学校運営協議会

令和３年度
豊田南小学校運営協議会

７名

令和３年度
豊田北小学校運営協議会

１０名

令和３年度
豊田中学校運営協議会

９名

豊田小中一貫校学校運営協議会準備委員会

令和４年度豊田小中一貫校学校運営協議会
１５名（最大２０名）
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 豊田小中一貫校パワーアップアクショ ンプラン ２０２２ 

教育目標 学校での取組 

 

思いやり のある子ども  

 

ふる さ と を 大切にする

子ども  

 

たく まし い子ども  

 

自ら 考え学ぶ子ども  

 

評価の方法 

推進方策 

地域での取組 子ども の取組 家庭での取組 

・ いじ めに関する 教育を 徹

底する 

・ 異年齢集団の活動や行事

を実施する 

・ 地域ボラ ン テ ィ ア活動へ

の各世代の積極的な参加 

・ 地域行事の企画運営と 広

報宣伝、 学校と の連携 

・ 地域の行事やボラ ン テ ィ

ア活動等に親子で参加する 

・ 地域の方へのあいさ つを

親子で励行する 

・ ボラ ン テ ィ ア 活動や地域

の行事に積極的に参加する 

・ 小中の交流活動に積極的

に取り 組む 

・ ホームカ ミ ングデー等、地

域と 交流の場を設定する 

・「 豊学」 を 柱と し て地域と

のつながり 強化する 

・ こ ども ひなんの家周知 

・ 危険箇所の点検整備 

・ 登下校の見守り  

・ 地域ぐ るみの健康教育 

・ 睡眠、 食事、 整理整頓など

ルールを決める 

・ 外遊びや運動を奨励する 

 

・ 時間を守っ て生活する 

・ 好き 嫌いせずよく 食べる 

・ 楽し く 運動する 

・ き ちんと 睡眠時間を と る 

・ 生活指導（ 健康・ 安全・ 食

育等） を充実さ せる。  

・ 教育相談を充実する 

・ 安全な環境作り に努める 

 

・ 小中一貫教育を充実する 

・ 児童生徒が主体的に企画

運営する機会を増やす 

・ 学習環境を整備する 

・ 話をよく 聞く  

・ たく さ ん本を読む 

・ 宿題や自主学習をする 

・ 新し いこ と に挑戦する 

・ 学習環境を 整備する （ 時

間・ 場所・ 教材の整備等）  

・ 読書を奨励する 

・ 親子の対話を大切にする 

・ 地域人材の発掘、情報の共

有、 積極的な活用 

・ 教育施設の整備協力 

・ 地域ノ ーゲームデー 

・ 地域あいさ つ運動の推進 

・ 学校ボラ ン テ ィ アへの積

極的な参加 

・ 地域の道徳教育推進 

・ あいさ つを大切にする 

・ お手伝いや頑張っ たと き

にほめる 

・ 人の悪口を言わない 

・ 友達や家族に優し く する 

・ 進んであいさ つをする 

・ お手伝いをする 

 

●豊田コ ミ ュ ニティ スク ール

構想への理解と 協力 

●PTA 活動 

●広報誌等の発行 

●個人や学級のめあて 

●児童会・ 生徒会の取組 

●学校・ 学年・ 学級経営計画へ 

の位置づけ 

●教職員の自己評価 

●授業評価 

●外部アンケート  

●地域向けアンケート  ●保護者アン ケート  ●児童生徒向けアンケート  

※
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付
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日課の工夫
豊田中学校の日課 豊田小学校の日課

３校時と５校時の開始時間をそろえ
る 21

小学校教諭がＴＴとして 個別指導
•中学１年生の数学の時間を

（週４時間）
２人の小学校教諭が２時間ずつ
ＴＴとして授業支援に入る

•写真

・生徒の安心感
・小中相互の授業改善
・個別指導の充実
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教職員の資質向上
•多彩な合同研修会や部会検討会
•行事の交流
•授業交流

小学校と中学校の
組織文化の違いを
乗り越える

小中一貫教育を
ダイレクトに
経験できる
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児童生徒指導の連携

情報の共有を素早く正確に

• 毎週火曜日に両学校で部会開
催→その日のうちに情報交換

• 定期的な「教育相談連絡会
議」の実施（養護教諭が主
催）

• 小中合同のケース会議

教育計画 児童生徒児童指導計画
９年間で育成する「豊田正義集団」
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隣接する小中一貫校のメリット
（1学期を終えて感じた成果）

• 多様な活躍の場や異学年との交流の機会を設定しやすい。
• 多様な教職員と児童生徒とのかかわりの場を設定しやすい。
• 状況や必要に応じて、柔軟に交流を増やしたり変更したりできる。
• 小学生が中学生の活躍する様子を直接見ることにより、あこがれを

持ったり、将来の自分の姿を想像したりできる。
• 中学生の良いことを小学生が真似をする。真似をされるから中学生は

責任ある行動をとろうとする。
• 小学生が義務教育のゴールとなる中学校生活を理解して入学する。

→中１ギャップの解消が期待できる。
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令和4年度の実践～見えてきた課題

●乗り入れ授業の限界（小規模校の現実）
●小学校と中学校の文化を乗り越えるむずかしさ

（例） 小学生のバス通学と学校行事の調整
PTA組織運営体制の違い

●教職員の業務削減にはなっていない。むしろ意思の
疎通に時間が必要。
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豊田スポーツフェスタから感じたこと

• 「競う」より「交流」が目的
• 各学年個人走と表現の2種目
• 全学年で「豊田音頭」
• 生徒会、児童会役員が運営
• 保護者は家庭で１名参観
• 土曜日に実施
• 小学生のバス下校の関係で、

11時に終了。

・もっと中学生の活躍が見たい
・もっと力いっぱい競技したい
・もっと中学生同士で競い合いたい

中学生はこれからも
縁の下の力持ち的な
活動をしていくので
すか
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魅力ある小中一貫校に
〇小学校・中学校の特性や独立性を保ちながら、小中一
貫教育を推進する。

小中が交流することで教育効果を高める活動は何か

小学生 中学生
将来の姿・憧れ・感謝

成⾧の実感・思いやり・責任感・感謝
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今年度後半に取り組みたいこと
• ロング昼休みで一緒に遊ぼう
• 作品や振り返りの交流をしよう
• 学校課題に小中で取り組もう
• 学校評価をリニューアルし、小中一貫教育について評価を

分ける

つなげる
そろえる

独立する
増やす

広がる
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令和5年度に向けて豊田ならではの組織へ

現在の小中一貫教育の運営組織
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地域の子供たちが集まる場所だから
「よいこと」がたくさん生まれてきた

•「思いやり」の行動が増えた
•「あいさつ」が活発になった
•地域の力が集中するようになった

地域ぐるみで子どもを育てる豊田だからこそ
小中一貫校が誕生した

31

ご清聴ありがとうございました

修学旅行：鶴ヶ城にて
32


